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1. 概要

本資料は，再処理施設の設計基準対象施設に対する後次回申請を含めた

竜巻への配慮が必要な施設の強度計算の方針について補足説明するもので

ある。  

ここでは，再処理施設の安全冷却水Ｂ冷却塔及び安全冷却水Ｂ冷却塔  

飛来物防護ネットの風力係数 Cf について，選定根拠を説明する。  

また，本資料は，第１回申請（令和２年 12 月 24 日申請）のうち，以下

に示す添付書類の補足説明に該当するものである。  

 再処理施設  添付書類「Ｖ -別添１－１  竜巻への配慮が必要な施設

の強度計算の方針」

 再処理施設  添付書類「Ⅴ -別添１－２  竜巻への配慮が必要な施設

の強度計算書」
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2. 風力係数の選定根拠

風力係数の選定は，「平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号」より以下

の値を用いている。「平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号」に記載のな

い形状については，「建築物荷重指針・同解説（ 2004）」（日本建築学会）よ

り，以下の値を準用する。  

第２ -１表  建築物荷重指針・同解説（ 2004）抜粋

①  ②  ③  

④  ⑤  
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第２ -２表  平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号  

第３  表１ [壁面の Cpe]，表５［閉鎖型及び開放型の建築物の Cpe］（ 1/2）
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第２ -２表  平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号  

第３  表１ [壁面の Cpe]，表５［閉鎖型及び開放型の建築物の Cpe］（ 2/2）

①  ②  

③  
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第２ -３表  平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号  

第３  図５ [ラチス構造物 ]，表７［ラチス構造物の Cf］

※記号の説明及び kz は，第２ -５表に示す。
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第２ -４表  平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号   

第３  図６ [金網その他の網状の構造物 ]，  

表８［金網その他の網状の構造物の Cf］  

 

※記号の説明及び kz は，第２ -５表に示す。  
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第２ -５表  平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号  

記号の説明及び kz 算出式  
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(1) 安全冷却水Ｂ冷却塔  

a．支持架構  

支持架構の風力係数を第２ -６表及び第２ -７表に示す。支持架構の

風力係数は，第２ -２表及び第２ -３表に示す「平成 12 年 5 月 31 日建

設省告示 1454 号」を準用し，算出する。

 

第２ -６表  安全冷却水Ｂ冷却塔  冬期運転側ベイ  支持架構風力係数  

冬期運転側ベイ  支持架構  NS方向 （ 注 1）  EW方向 （ 注 1）  

概要  建物の高さ [m] 

軒の高さ [m] 

建築物の高さと軒の高さとの平均  

H[m] 

地表面粗度区分：Ⅱよりα＝ 0.15 

当該部分の地盤面からの高さ  

Z[m] 

Cpe(風上 )：第２ -２表①より  

Cpe(風上 )：第２ -２表②より  

C pi：第２ -２表③より  

風力係数 Cf 

Cf＝ Cpe(風上 )＋  Cpe(風上 )＋ Cp i 

＝ 0.8kz＋ (－ (－ 0.4)) 

=0.8×(Z/H)2α＋ 0.4 

当該部分の地盤面からの高さ  

Z[m] 

充実率φ （ 注 ２ ）  

Cl（ 注 ３ ）  

風力係数 Cf 

Cf＝ Cl×kz＝ Cl×(Z/H) 2α  

注１：風が作用する方向を示す  

  注２：風を受ける部分の最外縁により囲まれる面積に対する見付面積の割合  

  注３：第２ -３表より直線的に補間した数値  
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第２ -７表  安全冷却水Ｂ冷却塔  冬期休止側ベイ  支持架構風力係数

冬期休止側ベイ  支持架構  NS 方向 （ 注 1） EW 方向 （ 注 1）

概要  

建物の高さ [m] 

軒の高さ [m] 

建築物の高さと軒の高さとの平均

H[m] 

地表面粗度区分：Ⅱよりα＝ 0.15 

当該部分の地盤面からの高さ  Z[m] 

充実率φ （ 注 ２ ）

Cl（ 注 ３ ）

風力係数 Cf 

Cf＝ Cl×kz＝ Cl×(Z/H) 2α

注１：風が作用する方向を示す  

  注２：風を受ける部分の最外縁により囲まれる面積に対する見付面積の割合

  注３：第２ -３表より直線的に補間した数値  

また，受圧部の範囲を第２ -１図，第２ -２図に示す。
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冬期運転側ベイ  冬期休止側ベイ  

冬期運転側ベイ  

＊：風が作用する方向を示す  

冬期休止側ベイ  

第２ -１図  支持架構の EW 方向 ＊受圧部範囲  

第２ -２図  支持架構の NS 方向 ＊受圧部範囲  
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b．機器  

機器の風力係数を第２ -８表に示す。機器の風力係数は，第２ -１表

の「建築物荷重指針・同解説（ 2004）」を準用する。  

 

第２ -８表  安全冷却水Ｂ冷却塔  機器の風力係数  

部材  部材形状  風力係数 Cf 

原動機取付ボルト  

減速機取付ボルト  

ファンリングサポート取付ボルト  

管束取付ボルト  

 

また，受圧部の範囲を第２ -３図及び第２ -４図に示す。  

 

 

13



12 

 

  

第２ -３図  減速機，原動機及びファンリングの受圧部範囲  

第２ -４図  管束の受圧部範囲  

フ ァン リング 受圧部 範囲  

減 速機 受圧部 範囲

原 動機 受圧部 範囲  
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（2）安全冷却水Ｂ冷却塔  飛来物防護ネット  

安全冷却水Ｂ冷却塔  飛来物防護ネットの風力係数を第２ -９表及び第

２ -10 表に示す。  

また，防護ネット及び防護板の受圧部の範囲を第２ -５図に示す。なお，

支持架構の全部材を受圧部としている。  

 

第２ -９表  安全冷却水Ｂ冷却塔  飛来物防護ネット支持架構の風力係数  

部材  部材形状  風力係数 Cf（ 注 2）  

支持架構部材  

（座屈拘束ブレース以外）  

角形鋼管  

又はＨ形鋼  
2.1（ 注 １ ）  

支持架構部材  

（座屈拘束ブレース）  
円筒  1.2（ 注 １ ）  

注１：角形，Ｈ形断面，円筒を有する部材より選定（第２ -１表① ,② ,④）  

注２： NS 方向， EW 方向共に同じ値  

 

第２ -10表  安全冷却水Ｂ冷却塔 飛来物防護ネットの風力係数  

安全冷却水Ｂ冷却塔  飛来物防護ネット  値 （ 注 4）  

防護板  

（閉鎖型と

して計算）  

Cpe(風上 )：第２ -２表①より  0.8（ 注 1,2）  

Cpe(風上 )：第２ -２表②より  － (－ 0.4) （ 注 1）  

Cpi：第２ -２表③より  0 

風力係数 Cf 

Cf＝ Cpe(風上 )＋  Cpe(風上 )＋ Cp i ＝

0.8＋ (－ (－ 0.4)) 

1.2 

ネット  
風力係数 Cf 1.4（ 注 2,3）  

充実率φ （ 注 ５ ）  0.39 

注１：第２ -２表に示す「平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号」によ

る  

注２：保守的に kz は最大値の 1 と設定  

注３：第２ -４表に示す「平成 12 年 5 月 31 日建設省告示 1454 号」によ

る  

注４： NS 方向， EW 方向共に同じ値  

注５：風が受ける部分の最外縁により囲まれる面積に対する見付面積の割合  
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第２ -５図  安全冷却水Ｂ冷却塔  飛来物防護ネットにおける防護ネット及び

防護板の受圧部範囲

防護ネット  

防護板  
支持架構  

座屈拘束ブレース  
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